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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公表番号】特表2015-524092(P2015-524092A)
【公表日】平成27年8月20日(2015.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2015-052
【出願番号】特願2015-504596(P2015-504596)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ  15/80     (2011.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   15/80     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５３０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月19日(2016.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラフィックスをレンダリングする方法であって、
　少なくとも１つのプリミティブをシェーディングするためのドローコールに基づいて、
動作モードを決定することと、
　前記決定された動作モードに基づいて、レンダリングパイプラインの第１のシェーダス
テージと関連付けられる前記セットの第１のシェーディング操作を実行するように、グラ
フィックスプロセシングユニットのハードウェアシェーディングユニットを指定すること
と、
　前記決定された動作モードに基づいて、前記レンダリングパイプラインの第２の異なる
シェーダステージと関連付けられる前記セットの第２のシェーディング操作を前記第１の
シェーディング操作に付加することと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記第１のシェー
ディング操作に後続する前記第２のシェーディング操作を実行することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ドローコールは、ドローコールの第１のサブドローコールを備え、前記方法は、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記第３のシェー
ディング操作を実行することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定された第２の動作モードに基づいて、レンダリングパイプラインの第４のシェ
ーダステージと関連付けられる前記第２のセットの第３のシェーディング操作を実行する
ように、グラフィックスプロセシングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニッ
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トを指定することと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記第４のシェー
ディング操作を実行することと
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のステージと関連付けられる前記第２のシェーディング操作を実行することは
、前記第１のシェーディングステージと関連付けられる入力／出力インターフェースを維
持することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のシェーディング操作を実行する前に、前記第２のシェーディング操作のため
にプログラムカウンタと１つまたは複数のリソースポインタとを切り替えることをさらに
備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のシェーディング操作と関連付けられる第１の命令は、前記第２のシェーディ
ング操作と関連付けられる第２の命令に依存しないように、前記第１の命令が前記第２の
命令とは独立にコンパイルされる、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　１つまたは複数のシステムにより生成される値のために、ローカルメモリ中の１つまた
は複数の所定の位置を確保することをさらに備え、前記システムにより生成される値は、
前記第１のシェーディング操作および前記第２のシェーディング操作において使用される
、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のシェーディング操作の結果をローカルメモリに記憶することをさらに備え、
前記第２のシェーディング操作を実行することは、前記グラフィックスプロセシングユニ
ットの外部に位置するオフチップメモリにアクセスすることなく、前記第１のシェーディ
ング操作の前記結果に対して前記第２のシェーディング操作を実行することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のシェーディング操作を実行することは、頂点シェーディングされた頂点を出
力するために、入力された頂点をシェーディングする頂点シェーディング操作を実行する
ことを備え、前記第２のシェーディング操作を実行することは、前記頂点シェーディング
された頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の新たな頂点を生成するジオメト
リシェーディング操作を実行することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のシェーディング操作を実行することは、頂点シェーディングされた頂点を出
力するために、入力された頂点をシェーディングする頂点シェーディング操作を実行する
ことを備え、前記第２のシェーディング操作を実行することは、前記頂点シェーディング
された頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の制御ポイントを生成するハルシ
ェーディング操作を実行することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のシェーディング操作を実行することは、頂点を生成するためにドメインシェ
ーディング操作を実行することを備え、前記第２のシェーディング操作を実行することは
、前記ドメインシェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の
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新たな頂点を生成するためにジオメトリシェーディング操作を実行することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　グラフィックスをレンダリングするための装置であって、
　少なくとも１つのプリミティブをシェーディングするためのドローコールに基づいて、
前記少なくとも１つのプリミティブをシェーディングするための関連付けられるシェーデ
ィング動作のセットを有する動作モードを決定するための手段と、
　前記決定された動作モードに基づいて、レンダリングパイプラインの第１のシェーダス
テージと関連付けられる前記セットの第１のシェーディング操作を実行するように、グラ
フィックスプロセシングユニットのハードウェアシェーディングユニットを指定するため
の手段と、
　前記決定された動作モードに基づいて、前記レンダリングパイプラインの第２の異なる
シェーダステージと関連付けられる前記セットの第２のシェーディング操作を前記第１の
シェーディング操作に付加するための手段と、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記第１のシェー
ディング操作に後続する前記第２のシェーディング操作を実行するための手段と
を備える、装置。
【請求項１３】
　前記装置は、グラフィックスをレンダリングするためのグラフィックスプロセシングユ
ニットである、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ドローコールは、ドローコールの第１のサブドローコールを備え、前記装置は、
　前記ドローコールの第２のサブドローコールに基づいて、前記少なくとも１つのプリミ
ティブをシェーディングするための関連するシェーディング操作の第２のセットを有する
第２の動作モードを決定するための手段と、
　前記決定された第２の動作モードに基づいて、レンダリングパイプラインの第３のシェ
ーダステージと関連付けられる前記第２のセットの第３のシェーディング操作を実行する
ように、グラフィックスプロセシングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニッ
トを指定するための手段と、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記第３のシェー
ディング操作を実行するための手段と
をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、実行されると、
１つまたは複数のプロセッサに請求項１－１１のうちのいずれか一項に従った方法を実行
することを行わせる、
非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５７】
　[0274]様々な例が説明された。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲内に入る
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
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　グラフィックスをレンダリングする方法であって、
　レンダリングパイプラインの第１のシェーダステージと関連付けられる第１のシェーデ
ィング操作を実行するように、グラフィックスプロセシングユニットのハードウェアシェ
ーディングユニットを指定することと、
　前記第１のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第２の異なるシェーダステージと関連付けられる第２のシェーディング操
作を実行することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　動作モードを切り替えることは、前記第１のシェーディング操作と前記第２のシェーデ
ィング操作とを備えるドローコールのモードを決定することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第３の異なるシェーダステージと関連付けられる第３のシェーディング操
作を実行することと
をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第３のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第４の異なるシェーダステージと関連付けられる第４のシェーディング操
作を実行することと
をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　動作モードを切り替えることは、前記第１のシェーディングステージと関連付けられる
入力／出力インターフェースを維持しながら動作モードを切り替えることを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　動作モードを切り替えることは、前記第２のシェーディング操作のためにプログラムカ
ウンタと１つまたは複数のリソースポインタとを切り替えることを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のシェーディング操作と関連付けられる第１の命令は、前記第２のシェーディ
ング操作と関連付けられる第２の命令に依存しないように、前記第１の命令が前記第２の
命令とは独立にコンパイルされる、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　１つまたは複数のシステムにより生成される値のために、ローカルメモリ中の１つまた
は複数の所定の位置を確保することをさらに備え、前記システムにより生成される値は、
前記第１のシェーディング操作および前記第２のシェーディング操作において使用される
、
Ｃ７に記載の方法。
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［Ｃ９］
　前記第１のシェーディング操作の結果をローカルメモリに記憶することと、前記グラフ
ィックスプロセシングユニットの外部に位置するオフチップメモリにアクセスすることな
く、前記第１のシェーディング操作の前記結果に対して前記第２のシェーディング操作を
実行することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のシェーディング操作を実行することは、頂点シェーディングされた頂点を出
力するために、入力された頂点をシェーディングする頂点シェーディング操作を実行する
ことを備え、前記第２のシェーディング操作を実行することは、前記頂点シェーディング
された頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の新たな頂点を生成するジオメト
リシェーディング操作を実行することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のシェーディング操作を実行することは、頂点シェーディングされた頂点を出
力するために、入力された頂点をシェーディングする頂点シェーディング操作を実行する
ことを備え、前記第２のシェーディング操作を実行することは、前記頂点シェーディング
された頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の制御ポイントを生成するハルシ
ェーディング操作を実行することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のシェーディング操作を実行することは、頂点を生成するためにドメインシェ
ーディング操作を実行することを備え、前記第２のシェーディング操作を実行することは
、前記ドメインシェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の
新たな頂点を生成するためにジオメトリシェーディング操作を実行することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　１つまたは複数のプロセッサを備える、グラフィックスをレンダリングするためのグラ
フィックスプロセシングユニットであって、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　レンダリングパイプラインの第１のシェーダステージと関連付けられる第１のシェーデ
ィング操作を実行するように、前記グラフィックスプロセシングユニットのハードウェア
シェーディングユニットを指定することと、
　前記第１のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替え、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第２の異なるシェーダステージと関連付けられる第２のシェーディング操
作を実行することとを行うように構成される、
グラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ１４］
　動作モードを切り替えるために、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記第１のシェ
ーディング操作と前記第２のシェーディング操作とを備えるドローコールのモードを決定
するように構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記第２のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
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パイプラインの第３の異なるシェーダステージと関連付けられる第３のシェーディング操
作を実行することとを行うようにさらに構成される、
Ｃ１４に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記第３のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第４の異なるシェーダステージと関連付けられる第４のシェーディング操
作を実行することとを行うようにさらに構成される、
Ｃ１５に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ１７］
　動作モードを切り替えるために、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記第１のシェ
ーディングステージと関連付けられる入力／出力インターフェースを維持しながら動作モ
ードを切り替えるように構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ１８］
　動作モードを切り替えるために、前記１つまたは複数のプロセッサが、前記第２のシェ
ーディング操作のためにプログラムカウンタと１つまたは複数のリソースポインタとを切
り替えるように構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ１９］
　前記第１のシェーディング操作と関連付けられる第１の命令は、前記第２のシェーディ
ング操作と関連付けられる第２の命令に依存しないように、前記第１の命令が前記第２の
命令とは独立にコンパイルされる、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、１つまたは複数のシステムにより生成される値の
ために、前記グラフィックスプロセシングユニットのローカルメモリ中の１つまたは複数
の所定の位置を確保することを行うようにさらに構成され、前記システムにより生成され
る値は、前記第１のシェーディング操作および前記第２のシェーディング操作において使
用される、
Ｃ１９に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記第１のシェーディング操作の結果を前記グラ
フィックスプロセシングユニットのローカルメモリに記憶することと、前記グラフィック
スプロセシングユニットの外部に位置するオフチップメモリにアクセスすることなく、前
記第１のシェーディング操作の前記結果に対して前記第２のシェーディング操作を実行す
ることとを行うようにさらに構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ２２］
　前記第１のシェーディング操作を実行するために、前記ハードウェアシェーディングユ
ニットは、頂点シェーディングされた頂点を出力するために、入力された頂点をシェーデ
ィングする頂点シェーディング操作を実行することを行うように構成され、前記第２のシ
ェーディング操作を実行するために、前記ハードウェアシェーディングユニットは、前記
頂点シェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の新たな頂点
を生成するジオメトリシェーディング操作を実行することを行うように構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ２３］
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　前記第１のシェーディング操作を実行するために、前記ハードウェアシェーディングユ
ニットは、頂点シェーディングされた頂点を出力するために、入力された頂点をシェーデ
ィングする頂点シェーディング操作を実行することを行うように構成され、前記第２のシ
ェーディング操作を実行するために、前記ハードウェアシェーディングユニットは、前記
頂点シェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の制御ポイン
トを生成するハルシェーディング操作を実行することを行うように構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ２４］
　前記第１のシェーディング操作を実行するために、前記ハードウェアシェーディングユ
ニットは、頂点を生成するためにドメインシェーディング操作を実行することを行うよう
に構成され、前記第２のシェーディング操作を実行するために、前記ハードウェアシェー
ディングユニットは、前記ドメインシェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づい
て１つまたは複数の新たな頂点を生成することを行うように構成される、
Ｃ１３に記載のグラフィックスプロセシングユニット。
［Ｃ２５］
　グラフィックスをレンダリングするための装置であって、
　レンダリングパイプラインの第１のシェーダステージと関連付けられる第１のシェーデ
ィング操作を実行するように、グラフィックスプロセシングユニットのハードウェアシェ
ーディングユニットを指定するための手段と、
　前記第１のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えるための手段と、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第２の異なるシェーダステージと関連付けられる第２のシェーディング操
作を実行するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２６］
　動作モードを切り替えるための前記手段は、前記第１のシェーディング操作と前記第２
のシェーディング操作とを備えるドローコールのモードを決定するための手段を備える、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第２のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えるための手段と、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第３の異なるシェーダステージと関連付けられる第３のシェーディング操
作を実行するための手段と
をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第３のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えるための手段と、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第４の異なるシェーダステージと関連付けられる第４のシェーディング操
作を実行するための手段と
をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　動作モードを切り替えるための前記手段は、前記第１のシェーディングステージと関連
付けられる入力／出力インターフェースを維持しながら動作モードを切り替えるための手
段を備える、
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Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３０］
　動作モードを前記切り替えることは、前記第２のシェーディング操作のためにプログラ
ムカウンタと１つまたは複数のリソースポインタとを切り替えるための手段を備える、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記第１のシェーディング操作と関連付けられる第１の命令は、前記第２のシェーディ
ング操作と関連付けられる第２の命令に依存しないように、前記第１の命令が前記第２の
命令とは独立にコンパイルされる、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３２］
　１つまたは複数のシステムにより生成される値のために、ローカルメモリ中の１つまた
は複数の所定の位置を確保するための手段をさらに備え、前記システムにより生成される
値は、前記第１のシェーディング操作および前記第２のシェーディング操作において使用
される、
Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記第１のシェーディング操作の結果をローカルメモリに記憶し、前記グラフィックス
プロセシングユニットの外部に位置するオフチップメモリにアクセスすることなく、前記
第１のシェーディング操作の前記結果に対して前記第２のシェーディング操作を実行する
ための手段をさらに備える、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記第１のシェーディング操作を実行するための前記手段は、頂点シェーディングされ
た頂点を出力するために、入力された頂点をシェーディングする頂点シェーディング操作
を実行するための手段を備え、前記第２のシェーディング操作を実行するための前記手段
は、前記頂点シェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の新
たな頂点を生成するジオメトリシェーディング操作を実行するための手段を備える、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第１のシェーディング操作を実行するための前記手段は、頂点シェーディングされ
た頂点を出力するために、入力された頂点をシェーディングする頂点シェーディング操作
を実行するための手段を備え、前記第２のシェーディング操作を実行するための前記手段
は、前記頂点シェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の制
御ポイントを生成するハルシェーディング操作を実行するための手段を備える、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記第１のシェーディング操作を実行するための前記手段は、頂点を生成するドメイン
シェーディング操作を実行するための手段を備え、前記第２のシェーディング操作を実行
するための前記手段は、前記ドメインシェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づ
いて１つまたは複数の新たな頂点を生成するジオメトリシェーディング操作を実行するた
めの手段を備える、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、実行されると、
１つまたは複数のプロセッサに、
　レンダリングパイプラインの第１のシェーダステージと関連付けられる第１のシェーデ
ィング操作を実行するように、グラフィックスプロセシングユニットのハードウェアシェ
ーディングユニットを指定することと、
　前記第１のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
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トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第２の異なるシェーダステージと関連付けられる第２のシェーディング操
作を実行することと
を行わせる、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３８］
　動作モードを切り替えるために、前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前
記第１のシェーディング操作と前記第２のシェーディング操作とを備えるドローコールの
モードを決定することを行わせる、
Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３９］
　前記１つまたは複数のプロセッサに、
　前記第２のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第３の異なるシェーダステージと関連付けられる第３のシェーディング操
作を実行することと
を行わせる命令をさらに備える、Ｃ３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４０］
　前記１つまたは複数のプロセッサに、
　前記第３のシェーディング操作が完了すると、前記ハードウェアシェーディングユニッ
トの動作モードを切り替えることと、
　前記第１のシェーディング操作を実行するように指定された前記グラフィックスプロセ
シングユニットの前記ハードウェアシェーディングユニットを用いて、前記レンダリング
パイプラインの第４の異なるシェーダステージと関連付けられる第４のシェーディング操
作を実行することと
を行わせる、Ｃ３９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４１］
　動作モードを切り替えるために、前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前
記第１のシェーディングステージと関連付けられる入力／出力インターフェースを維持し
ながら動作モードを切り替えることを行わせる、
Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４２］
　動作モードを切り替えるために、前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前
記第２のシェーディング操作のためにプログラムカウンタと１つまたは複数のリソースポ
インタとを切り替えることを行わせる、
Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４３］
　前記第１のシェーディング操作と関連付けられる第１の命令が、前記第２のシェーディ
ング操作と関連付けられる第２の命令に依存しないように、前記第１の命令が前記第２の
命令とは独立にコンパイルされる、
Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４４］
　前記１つまたは複数のプロセッサに、１つまたは複数のシステムにより生成される値の
ために、前記グラフィックスプロセシングユニットのローカルメモリ中の１つまたは複数
の所定の位置を確保することを行わせる命令をさらに備え、前記システムにより生成され
る値は、前記第１のシェーディング操作および前記第２のシェーディング操作において使
用される、



(10) JP 2015-524092 A5 2016.4.14

Ｃ４３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４５］
　前記１つまたは複数のプロセッサに、前記第１のシェーディング操作の結果を前記グラ
フィックスプロセシングユニットのローカルメモリへ記憶することと、前記グラフィック
スプロセシングユニットの外部に位置するオフチップメモリにアクセスすることなく、前
記第１のシェーディング操作の前記結果に対して前記第２のシェーディング操作を実行す
ることとを行わせる命令をさらに備える、
Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４６］
　前記第１のシェーディング操作を実行するために、前記命令は、前記ハードウェアシェ
ーディングに、頂点シェーディングされた頂点を出力するために、入力された頂点をシェ
ーディングする頂点シェーディング操作を実行することと、前記第２のシェーディング操
作を実行するために、前記命令は、前記ハードウェアシェーディングユニットに、前記頂
点シェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の新たな頂点を
生成するジオメトリシェーディング操作を実行することと
を行わせる、Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４７］
　前記第１のシェーディング操作を実行するために、前記命令は、前記ハードウェアシェ
ーディングユニットに、頂点シェーディングされた頂点を出力するために、入力された頂
点をシェーディングする頂点シェーディング操作を実行することと、前記第２のシェーデ
ィング操作を実行するために、前記命令は、前記ハードウェアシェーディングユニットに
、前記頂点シェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づいて１つまたは複数の制御
ポイントを生成するハルシェーディング操作を実行することと
を行わせる、Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４８］
　前記第１のシェーディング操作を実行するために、前記命令は、前記ハードウェアシェ
ーディングユニットに、頂点を生成するドメインシェーディング操作を実行することと、
前記第２のシェーディング操作を実行するために、前記命令は、前記ハードウェアシェー
ディングユニットに、前記ドメインシェーディングされた頂点の１つまたは複数に基づい
て１つまたは複数の新たな頂点を生成するジオメトリシェーディング操作を実行すること
と
を行わせる、Ｃ３７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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